












要約:現在地域における母子保健事業は、実施主体において保健所と市町村に分断されて

おり、健診データの総括的管理が必要と考えられる。また、コンピュータの進歩にともな

い、日本の社会全体の情報化が急速に進行してきており、保健・医療の分野にも浸透しつ

つある。しかしながら、体系化された保健情報システムは、一部で試みに行われているの

みであるのが現状であり、その効果については明確な報告がない。そこで、今回この辺の

問題を捉え保健所を医療・保健・福祉の情報センターとして活用するとしたら、情報セン

ターとして、「どんな内容」を具備し、「どんな方法」で情報を処理・提供すべきか、さら

に期待される「効果」について検討を進める必要がある。今回はこれらの検討を進める上

で、現在保健所を中心として、現実に試みられているシステムにはどんなものがあり、そ

の活用方法と効果について、主としてドキュメントを中心に調査を行った。


